
地域支援・地域連携

主な行事など

＊保護者との会議連携を定期的に行い、家庭での育児と園での育児の共有を
行っています。
＊作業療法士との個別ノートを活用していただき家庭生活の上での困りごと
の手助けを行っています。
＊毎水曜日を生活相談員《社会福祉士》との面談、相談日として設定し、保護
者と社会資源の活用方法とについて話し合います。
＜家庭訪問＞＜共有機関の訪問見学＞＜専門機関への相談＞

＊関係各所との連携、情報の共有を図りながら、子どもの成長発達を考察し
ていきます。
＊夏祭り・こども食堂を定期的に開催し他施設との交流を図ります。
＊学生ボランティアの積極的な受け入れを行います。

移行支援

職員の質の向上

＊研修会、会議への参加
＊事例検討会への参加
＊施設内支援会議＜月1回＞
＊感染症、虐待防止委員会、救命救急ＡＥＤ講習会の実施

4月　顔合わせ会＜花見＞　5月　BBQ　デイキャンプ　6月　じゃが芋掘り　デイキャンプ　7月　夕涼み夏祭り　デイキャンプ　8月　夏休み花火会＜夕ご飯会＞　デイキャンプ
9月　電車の旅　デイキャンプ 10月　芋煮会　デイキャンプ 11月 さつまいも掘り　デイキャンプ 12月クリスマス会　デイキャンプ 1月　お餅つき 2月　そりすべり　3月　お別れ遠足　　スケート
隔月　第４日曜日　こども食堂

＊安心して過ごせる小集団の中で約束やルールを学びます。＜トランプ、カードゲーム＞
＊異年齢の集まりの中で集団生活の楽しさを知り、他者に対する優しさを育みます。
＊年齢の下の子たちにも、思いやりを持って仲間意識をはぐくめるような縦割り班の活動を行っていきます。＜農作業＞集団戸外活動
＊地域のお年寄りとも交流の場を設けています＜夏祭り、こども食堂＞

事業所名 児童発達支援放課後等デイサービス　Kkids/Kkidsスマイル 支援プログラム【放課後デイサービス支援】 作成日：R7年３月６日

＊移行先と引継ぎ、会議を行い、今までの成長の様子や得意不得
意な面等の情報を共有していく事で、新しい場でも安心して過ご
せる様に支援して行きます。

家族支援

④⑤
愛されている喜び、人に伝
える喜びを知る

1　　たくさんの経験や体験を提供する療育環境をつくります。
２　　子ども一人ひとりの特性合わせた生活、安全、安心、楽しさ、自信を見いだせる居場所づくりをします。

個を大切に関わり安心して、自信をもって挑戦しようと思える信頼関係の構築支援を行います

支援内容

法人（事業所）理念
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9：00～18：００

営業時間 サービス提供時間

９：００～１７:３０

①②⑤
楽しく，たくましく生きる
心身ともに健やかな体つく
り

＊食事、睡眠を大切に健康管理の基礎を家庭と共有しつつ心身ともに健康な生活を育みます。＜運動教室、デイキャンプ、農作業体験、大型トランポリン、跳び箱、平均台、バランスを取る＞
＊戸外活動を積極的に行います。＜外への散歩、ボール遊び、キックボード、ストライダー＞
＊個の特性を理解し感覚、行動を生活能力の向上に導く療育をしていきます。《作業療法士によるリハビリ等の実施》《公認心理士による音楽療法》
＊戸外活動の中で五感を大切にし爽快感、達成感、喜び、やりがいを得られるように関わりを持ちます。《デイキャンプ月一回開催》
＊ゲーム遊びや、ルールのある活動を積極的に取り入れています。＜色鬼、鬼ごっこ、椅子取りゲーム、トランプ＞

③④⑤
意欲を持って活動に参加し
様々な場面で自分を表出で
きる

＊療育活動を通して大丈夫、出来る、やってみたいといった成功体験を積み重ねていきます。＜ビジョントレーニング＞
＊事業所内での生活を通して受け止めてくれる人、思いを言葉で代弁してくれる人といった信頼関係を築きます。
＊言語表現だけでなく、個々に合わせたコミュニケーションの方法を考えながら他者とのコミュニケーションを確立していきます。
＊1対1の対人関係をスモールステップで進めていき、他者に自分を表現していく楽しさや喜びを一緒に築きます。
＊音楽療法、キャンプなどの活動にて、考えて行動する力を育てます。

送迎実施の有無

日中一時支援

あり なし

本
人
支
援

あり なし


